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研究成果の概要（和文）：アフェクト理論を応用することで、文学テクストにおける身体の働きや情動の諸相を読み取
り、アメリカン・ルネサンス期における精神と身体の独特な関係を解明した。研究成果としては17本の研究論文、43件
の研究発表・シンポジウム、9件の図書刊行を数える。また、毎年、ゲスト講師を迎えてサマーセミナーを開催した。
本研究の集大成として平成28年3月に『身体と情動ーアフェクトで読むアメリカン・ルネサンス』を刊行した。

研究成果の概要（英文）：We have implemented this research project based on Affect Theory, and succeeded 
in explicating the significant relations between spiritual aspects and workings of body and emotions in 
literary texts of American Renaissance. As the research results, we published 17 research papers, gave 43 
research presentation, and published 9 books in total. We annually held Summer Seminar inviting guest 
speakers from Kanto and Kansai areas. The chief output is the book, "The Body and Emotions: Theorizing 
Affects in American Renaissance," published in March 2016.

研究分野： アメリカ文学

キーワード： アメリカン・ルネサンス　ラルフ・ウォルド・エマソン　エドガー・アラン・ポー　ハーマン・メルヴ
ィル　マーガレット・フラー　ナサニエル・ホーソーン　ウォルト・ホイットマン　アフェクト理論
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
  F・O・マシセンの『アメリカン・ルネサン
ス』(1941)は様々な形で検証され、現代に繋
がる批評の潮流を形成してきた。我々は、こ
の古典的批評が、労働や経験則に内在するリ
ズムや運動性を一つの物語へと融合してい
く作家たちの創作に着眼し、それをして彼ら
の民主主義的側面として評価したことを忘
れるべきではないだろう。これは一言で言え
ば、身体（リズムと運動）と精神（物語）の
芸術的融合への評価であった。その後、アメ
リカン・ルネサンス批評は、新批評や構造主
義、ポストモダン批評、新歴史主義、ポスト
コロニアリズムへと移行していく中で、身体
性や経験則よりは時代の政治性や文脈に重
点を置くようになった。 
 もちろん、この間、注目すべき論考も現れ
ている。シャロン・キャメロンの『身体的な
自己』(1981)は、メルヴィルやホーソーンの
登場人物の身体とその複雑な表象性につい
て論じた。デイヴィッド・レノルズの『アメ
リカン・ルネサンスの裏側』(1988)と『ホイ
ットマンのアメリカ』(1995)は、感傷小説や
対話的オラトリーなどオーディエンスの情
動や身体感覚を刺激する大衆文化のあり方
を探求した。ポール・ジャイルズは、『大西
洋を横断する反乱』（2001）において、18 世
紀末のコネティカット・ウィッツにおける精
神化されない身体を用いたパロディ表現と、
19 世紀ロマンティシズムの精神主義を対比
した。また、サラ・ワイルダーは「クラドニ・
パターン、ライシーアム、そして熟練した実
験者」(2006)において、エルンスト・クラド
ニの音響理論を援用して、エマソンの講演技
術を分析している。こうした散発的なアプロ
ーチを、アメリカン・ルネサンスの文脈とは
離れて一気に集約したのが、ジェーン・スレ
イルキルの『アフェクティング・フィクショ
ン』(2007)とイブ・コゾフスキー・セジウィ
ックの『触感』(2003)であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、アフェクト理論を、身体を中心
としたネットワーク理論として再構築する
ことで、作家たちが身体反応や情動をどう描
き、それをどのように創作に生かしたのかを
包括的、立体的に捉えていった。具体的には、
以下の目的を達成した。（１）博物学や身体
医学、解剖技術などの科学分野の発展、そこ
から発想されたバーナムら興行主による人
体実験的見せ物や蝋人形などの大衆文化の
隆盛、音楽文化の浸透、交通網の発展とそれ
によってもたらされた異人種の身体との出
会いなどを重要な文脈として調査する。併せ
て、身体感覚と自然科学、資本主義システム、
大衆文化、産業文明が互いを織り込む形で有
機的に交わるネットワーク構造を新たなア
フェクトとして理論化する。（２）上記の目
的の達成を踏まえたうえで、アメリカン・ル
ネサンス作品から、アフェクト的身体運動や

情動の描写を抽出し、それと時代の文脈との
関連を探る。（３）作家たちのテクスト構造
そのものが読者に対してアフェクト的効果
を創出していることを立証する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、上記の目的を達成するための主
な着眼点を（１）アフェクト理論の再構築、 
（２）各作品においてアフェクト的身体運動
や情動の描写を読み取る、（３）アフェクト
的効果を創出するテクスト構造を分析と定
めた。また、これらの目的を達成するための
方法として、（A）文献調査、（B）実地調査、
（C）テーマ研究、（D）コンテクスト研究、
の４つのアプローチを取った。研究対象とな
るアメリカン・ルネサンス作家は、エマソン、
ソロー、ホーソーン、メルヴィル、ポー、ホ
イットマンである。併せて、ストーやディレ
イニーらも取り扱った。 
 
４．研究成果 
 平成 25 年 8 月に夏季セミナーを開催し、
関東や関西からアメリカ文学研究者の精鋭
を招聘して、本研究の核となる概念であるア
フェクト理論について、専門書を課題図書と
して選定し、メンバーそれぞれが研究発表を
行うとともに、リディア・マリア・チャイル
ドやヘンリー・ジェイムズなど、メンバーの
研究分野に入りきらない作家の情動表現に
ついての講演を聞き、意見交換を行った。ア
フェクト研究の文学への応用に関しては、我
が国では未踏の領域であり、海外においても
まだ十分な研究の蓄積がないため、主として
基本文献の渉猟と読解、並びに、アメリカ
ン・ルネサンス文学作品における情動表現の
全体的位置付けについて調査を続けた。 
 平成 26 年 8 月に夏季セミナーを開催し、
国内のトップ級アメリカ文学研究者諸氏を
招いて、アフェクト理論に関する研究会を実
施した。その中でアフェクト理論を文学研究
に応用する方策を議論し、メルヴィル、ホー
ソーン、ジェイムズ、ポー、エマソンらアメ
リカン・ルネサンス作家の作品やその背景と
なる思想を身体や情動の観点から再検討す
ることができた。その中で、平成 27 年度に
発行する図書の構想を明確化し、各自の論点
を深めることとした。この間、ニューヨーク
市立大学のデイヴィッド・レノルズ氏とはメ
ールで連絡を取り合い、講師招聘を前提にア
フェクト理論とアメリカン・ルネサンス研究
の関連性について意見交換を行った。また、
同じく、ニューヨーク市立大学のエリック・
ロト氏とは現地で直接面談し、アメリカン・
ルネサンス作家と 19 世紀アメリカの音楽文
化の関わりについて意見を聴取した。スタン
フォード大学のシアン・ンガイ氏とはメール
で連絡を取り、上述の図書の中で、ンガイ氏
の Ugly Feelingsからメルヴィルの『信用詐
欺師』に関する論考を訳出して掲載すること
の同意を得た。 



 平成 27 度も 8 月中旬にサマーセミナーを
開催し関東、関西、九州より第一線で活躍さ
れるアメリカ文学研究者を招いて研究報告
や講演会を行った。その中でアフェクト理論
の最新の知見について理解を深めるととも
に、研究分担者だけではまかないきれなかっ
たヘンリー・ジェイムズやハリエット・ビー
チャー・ストウの情動表現や、トラウマ理論
とアフェクト理論の接点等について討論を
行って。さらに、3 月には日本ナサニエル・
ホーソーン協会九州支部と共催によるシン
ポジウムを開催し、ホーソーンの語りにおけ
る情動の働きや、アメリカ文学研究者が見落
としがちな D・H・ロレンスの『アメリカ古典
文学』におけるホーソーン解釈とそこにおけ
る原始的な情動の位置付けについて、多くの
研究者と議論を行った。 
 本研究の集大成として平成 28年 3月に『身
体と情動ーアフェクトで読むアメリカン・ル
ネサンス』を刊行した。本書は三部構成とな
っている。第一部は「解き放たれる身体」と
題し、身体欠損への意識変容や医学的知識の
浸透、電気の発見から派生した疑似科学の流
行などを主要な文脈として、物体としての身
体が突きつける謎めいた力に、精神至上主義
の十九世紀アメリカがいかにして向き合っ
たのか、そして、作家たちはいかなる想像力
によってそれを作品に表現したのかを探っ
た。 
 第二部は「知覚とリズム」と題した。人間
の言語にはそれが伝える意味内容とは異な
るレベルで、言葉の響きやリズムが付帯し、
それらが意識のコントロールを超えて情動
を喚起する場合がある。言語の使い手である
作家たちが、身体を通して知覚される音と律
動の刺激を、言語表現との関係において、い
かなる形で導き出したのかを考えている。 
 第三部は「情動の政治学」と題し、怒り、
悲しみ、疑念、信頼、不安など、意識の管轄
をすり抜けて湧き上がる様々な情動が、文学
作品においてどのように変奏され、いかなる
パターンを形成し、テクストがその中にどの
ような政治意識を織り込んでいるのかを考
えるものである。 
 さらに、本書には「特別寄稿」として、ス
タンフォード大学教授のシアン・ンガイ教授
に特段のご理解をいただき、アフェクト理論
の文学への応用として先駆的研究である彼
女の『醜い感情』から「トーン」の章を訳出
して掲載している。 
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